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は
じ
め
に
 
 

孟
浩
然
の
五
古
「
夏
日
、
南
亭
に
て
辛
大
を
懐
う
」
は
、
夏
の
夜
、
夕
 
 

涼
み
を
し
な
が
ら
友
人
を
思
う
作
で
あ
る
。
そ
の
第
五
・
六
旬
に
い
う
。
 
 
 

荷
風
送
香
気
 
荷
風
 
香
気
を
送
り
 
 
 

竹
霧
消
晴
響
 
竹
露
 
清
響
を
滴
ら
す
 
 
 

第
五
句
の
よ
う
に
、
具
体
的
な
場
面
に
即
し
て
微
か
な
香
り
を
描
写
す
 
 

る
こ
と
は
、
孟
浩
然
詩
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
一
方
、
王
維
・
李
白
は
、
 
 

孟
浩
然
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
香
り
を
措
い
て
お
り
、
香
り
の
表
現
に
は
 
 

三
者
三
横
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
孟
浩
然
詩
に
お
け
る
香
り
の
表
現
に
言
及
す
る
注
釈
や
論
 
 

文
は
、
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
。
 
 
 

例
え
ば
、
「
夏
口
、
南
亭
に
て
辛
大
を
傾
う
」
第
五
・
六
句
に
つ
い
て
 
 

え
い
 
 

の
評
価
を
幾
つ
か
挙
げ
る
と
、
皮
日
休
「
郡
州
孟
亭
記
」
 
（
『
全
唐
文
♭
巻
 
 

（
1
▼
 
 

七
九
七
）
は
、
謝
眺
（
実
は
何
遜
）
の
「
露
湿
寒
塘
草
、
月
映
清
准
流
（
露
 
 

は
案
塘
の
草
を
湿
し
、
月
は
清
准
の
流
れ
に
映
ず
）
」
と
比
べ
て
「
此
与
 
 

孟
浩
然
詩
に
お
け
る
「
香
」
 
の
表
現
 
 

－
王
維
・
李
白
と
の
比
較
か
ら
－
 
 

二
・
つ
“
ソ
 
 

古
人
争
勝
於
墓
鷺
間
也
。
（
此
れ
古
人
と
勝
を
塞
飛
の
間
に
争
う
な
り
。
）
」
 
 

と
言
う
。
ま
た
、
沈
徳
潜
r
唐
詩
別
裁
』
巻
一
は
、
「
任
景
亦
佳
句
也
。
（
佳
 
 

景
ま
た
佳
句
な
り
。
）
」
と
言
う
。
粛
継
宗
¶
孟
浩
然
詩
説
』
 
（
台
湾
商
務
 
 

印
書
館
、
一
九
六
〇
）
 
は
、
「
為
篇
中
極
有
韻
致
之
語
。
此
景
出
自
常
見
、
 
 

嚢
陽
亦
不
過
信
手
姑
援
、
以
極
尋
常
語
出
之
。
略
無
願
飾
刻
画
之
跡
、
而
 
 

自
成
馨
潤
。
」
と
言
い
、
普
通
の
語
を
用
い
て
風
流
な
趣
を
描
出
し
離
飾
 
 

刻
画
の
跡
が
見
ら
れ
な
い
と
述
べ
る
。
い
ず
れ
も
、
香
り
に
つ
い
て
の
詳
 
 

細
な
言
及
は
な
い
。
 
 
 

第
六
旬
「
竹
露
滴
清
輝
L
に
描
出
さ
れ
た
「
清
響
」
に
つ
い
て
は
、
田
 
 

口
暢
穂
「
竹
露
滴
清
響
－
孟
浩
然
覚
・
諾
－
」
 
（
「
中
国
文
学
研
究
」
四
、
一
 
 

九
七
八
）
 
が
、
「
句
中
に
微
細
な
音
を
お
り
こ
む
の
は
、
彼
の
表
現
上
の
 
 

好
み
と
か
二
疋
の
表
現
意
図
と
か
に
よ
る
」
と
言
う
。
ま
た
、
川
口
富
治
 
 

「
孟
浩
然
詩
に
お
け
る
自
然
描
写
に
つ
い
て
 
（
下
）
」
 
（
「
山
口
県
立
大
学
 
 

国
際
文
化
学
部
紀
要
」
四
、
一
九
九
人
）
は
、
「
詩
人
が
そ
の
細
微
な
昔
を
、
 
 

意
凶
的
に
自
身
の
耳
に
引
き
寄
せ
た
」
と
言
う
。
し
か
し
、
第
五
旬
「
荷
 
 

風
送
香
気
」
の
「
香
気
」
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
修
次
「
孟
浩
然
の
詩
風
と
、
 
 

浩
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そ
の
影
響
」
 
（
『
唐
代
詩
人
論
』
、
鳳
出
版
、
一
九
七
三
）
 
が
、
「
昔
と
に
お
 
 

い
の
対
比
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
 
 
 

本
稿
で
は
、
王
維
・
李
白
の
二
人
と
比
較
し
な
が
ら
、
孟
浩
然
が
香
り
 
 

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
表
現
し
て
い
た
か
を
、
「
香
」
 
の
用
例
を
中
心
に
 
 

論
じ
て
い
く
。
第
一
章
で
は
、
唐
代
以
前
の
香
り
の
表
現
を
概
括
し
、
第
 
 

二
二
二
章
で
は
、
王
推
・
李
白
と
比
較
し
て
孟
浩
然
の
「
香
」
 
の
特
徴
を
 
 

述
べ
る
。
第
四
章
は
、
孟
浩
然
の
「
香
」
 
の
写
実
性
に
つ
い
て
、
第
五
章
 
 

は
、
「
芳
」
の
用
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。
用
例
を
比
較
検
討
す
る
に
当
た
っ
 
 

て
は
、
『
四
部
叢
刊
』
本
を
底
本
と
す
る
。
「
香
炉
峰
」
「
香
積
寺
」
等
の
 
 

固
有
名
詞
を
除
い
て
、
孟
浩
然
は
二
六
三
首
中
一
七
例
、
王
碓
は
三
八
二
 
 

首
中
三
八
例
、
李
白
は
九
八
三
首
中
三
九
例
の
「
香
」
が
見
え
る
。
必
要
 
 

に
応
じ
て
、
「
香
」
以
外
に
香
り
を
表
現
す
る
例
も
取
り
上
げ
る
。
 
 

第
〓
早
 
 

本
章
で
は
、
唐
代
以
前
に
見
え
る
香
り
の
表
現
を
概
括
す
る
。
特
に
『
詩
 
 

経
』
 
『
楚
辞
』
 
『
文
選
』
 
で
は
、
香
り
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
き
た
の
だ
 
 

ろ
ゝ
つ
か
。
 
 
 

『
詩
経
』
 
で
は
、
香
り
そ
の
も
の
を
描
写
す
る
よ
り
も
、
香
り
に
仮
託
 
 

し
て
好
意
、
子
孫
繁
栄
、
天
子
の
恩
沢
、
豊
年
な
ど
を
詠
じ
て
い
る
。
例
 
 

え
ば
、
次
に
引
く
陳
風
「
東
門
之
粉
」
で
は
、
ぜ
に
あ
お
い
の
よ
う
に
可
 
 

憐
な
女
性
が
、
香
る
山
椒
を
男
性
に
贈
っ
て
好
意
を
示
す
。
 
 

き
」
ふ
・
つ
 
 
 

視
爾
如
蔽
 
爾
を
視
る
に
仮
の
如
し
 
 

ハ
、
 
 
 

船
穂
糧
椒
 
我
に
握
椒
を
始
る
 
 
 

『
楚
辞
』
 
で
は
、
美
徳
や
清
廉
潔
白
の
比
喩
と
し
て
、
あ
る
い
は
神
の
 
 

た   
み   

降
臨
の
場
に
お
い
て
香
り
を
取
り
上
げ
る
。
「
荷
風
送
香
気
」
に
あ
る
「
荷
」
 
 

は
、
清
浄
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
既
に
「
離
騒
」
に
見
え
る
。
 
 

次
の
例
で
は
、
身
を
修
め
て
服
装
を
整
え
、
自
ら
の
志
が
清
廉
潔
白
で
あ
 
 

る
こ
と
を
示
す
。
 
 

製
董
荷
以
為
衣
骨
 
董
荷
を
製
ち
て
以
て
衣
を
為
し
 
 
 

集
芙
蓉
以
為
裳
 
 
芙
蓉
を
集
め
て
以
て
裳
と
為
す
 
 
 

『
文
選
』
に
お
い
て
は
、
『
詩
経
』
『
楚
辞
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
受
け
継
ぎ
、
 
 

好
意
を
持
つ
相
手
に
香
る
も
の
を
贈
る
、
優
れ
た
も
の
ヤ
美
し
い
も
の
が
 
 

香
る
と
い
う
場
面
で
香
り
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
二
例
を
引
く
。
 
 

馨
香
盈
憤
袖
 
幕
香
 
懐
袖
に
盈
つ
れ
ど
も
 
 
 

路
遠
莫
致
之
 
路
 
遠
く
し
て
之
を
致
す
莫
し
 
 

（
「
古
詩
十
九
首
」
其
九
、
第
五
⊥
ハ
旬
）
 
 
 

芳
気
随
凧
結
 
芳
気
 
風
に
随
い
て
結
び
 
 

か
ん
ば
 
 
 

哀
響
饅
若
蘭
 
哀
響
 
壊
し
き
こ
と
蘭
の
若
し
 
 

（
陸
機
「
西
北
に
高
楼
有
り
に
擬
す
」
第
七
・
八
旬
）
 
 
 

前
者
は
、
思
う
人
に
折
り
取
っ
た
花
を
届
け
た
い
の
に
、
道
が
遠
く
て
 
 

送
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
で
は
、
高
楼
の
内
 
 

に
い
る
美
人
が
、
芳
し
い
香
り
を
楼
外
に
漂
わ
せ
、
誰
に
も
姿
を
見
ら
れ
 
 

る
こ
と
な
く
琴
の
妙
な
る
音
色
を
響
か
せ
て
い
る
と
詠
じ
る
。
 
 
 

ま
た
、
先
秦
藻
貌
晋
期
の
詩
歌
辞
賦
作
品
に
見
え
る
芳
香
と
女
性
の
表
 
 

現
に
つ
い
て
、
狩
野
雄
「
香
り
を
ま
と
う
女
た
ち
 
（
上
）
」
 
（
「
東
北
大
学
 
 

中
国
語
学
文
学
論
集
」
一
一
、
二
〇
〇
六
）
 
は
、
「
神
を
含
め
た
男
性
を
 
 

求
め
る
と
き
、
あ
る
い
は
反
対
に
男
性
に
恋
わ
れ
る
と
き
、
女
性
は
香
り
 
 

を
身
に
ま
と
い
、
放
っ
て
き
た
」
と
述
べ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
唐
代
以
前
に
は
、
香
り
に
他
の
イ
メ
ー
ジ
を
仮
託
し
て
 
 

表
現
す
る
用
例
が
見
え
る
。
 
 

第
二
章
 
 

本
章
で
は
、
孟
浩
然
と
王
維
の
「
香
」
を
比
較
す
る
。
 
 
 

王
維
の
 
「
香
」
 
の
用
例
に
は
、
「
香
積
飯
」
な
ど
、
仏
教
に
関
連
す
る
 
 

語
が
含
ま
れ
る
。
他
に
も
、
「
香
車
」
な
ど
、
香
り
と
直
接
に
は
関
わ
ら
 
 

な
い
 
「
香
」
 
の
字
を
含
む
も
の
を
合
わ
せ
る
と
一
六
例
と
な
り
、
「
香
」
 
 

の
三
八
例
中
四
割
以
上
を
占
め
る
。
一
方
、
孟
浩
然
も
同
様
に
、
香
り
と
 
 

は
関
わ
ら
な
い
「
香
」
が
五
例
あ
る
。
以
上
の
、
香
り
に
関
わ
ら
な
い
「
香
」
 
 

は
、
比
較
検
討
の
対
象
か
ら
除
く
。
 
 
 

以
下
、
検
討
の
対
象
と
す
る
「
香
」
を
、
人
の
手
が
加
わ
っ
て
作
ら
れ
 
 

た
香
料
な
ど
の
人
工
の
「
香
」
と
、
花
や
草
な
ど
自
然
の
「
香
」
 
の
二
つ
 
 

に
大
別
し
て
論
を
進
め
て
い
く
。
 
 
 

ま
ず
、
人
工
の
「
香
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
孟
浩
然
に
は
、
「
焚
香
」
「
香
 
 

炭
」
「
香
杯
」
「
空
香
」
各
一
例
、
「
香
気
」
二
例
の
、
合
わ
せ
て
六
例
が
 
 

あ
る
。
王
維
に
は
、
「
買
香
」
「
香
裾
」
「
名
香
」
「
香
」
「
薫
香
」
「
茶
番
」
 
 

各
一
例
、
「
香
煙
」
二
例
、
「
焚
香
」
九
例
の
、
合
わ
せ
て
一
七
例
が
あ
る
。
 
 

孟
浩
然
の
「
焚
香
」
 
の
例
を
引
く
。
 
 
 

焚
香
宿
華
頂
 
香
を
焚
き
て
華
頂
に
宿
し
 
 

う
る
お
 
 
 

蓑
露
採
霊
芝
 
露
に
襲
い
て
霊
芝
を
採
る
 
 

（
孟
浩
然
「
天
台
の
道
士
に
害
す
」
第
≡
・
四
句
）
 
 
 

「
焚
香
」
と
対
に
な
る
「
裏
露
」
は
、
山
中
を
歩
い
て
露
に
濡
れ
る
こ
 
 

と
を
指
す
。
こ
こ
で
は
喚
覚
と
触
覚
の
感
覚
的
な
対
比
が
意
識
さ
れ
て
い
 
 

る
。
も
う
一
つ
、
嗅
覚
と
聴
覚
の
対
比
に
よ
っ
て
感
覚
的
に
香
り
を
捉
え
 
 

て
い
る
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
 
 
 

香
炭
金
炉
暖
 
香
炭
 
金
炉
暖
か
く
 
 
 

嬬
絃
玉
指
清
 
矯
絃
 
玉
指
清
ら
か
な
り
 
 

（
孟
浩
然
「
寒
食
に
、
張
明
府
宅
に
て
暮
す
」
第
五
二
ハ
句
）
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
孟
浩
然
の
人
工
の
 
「
香
」
六
例
の
う
ち
、
「
空
香
」
を
 
 

除
く
五
例
は
、
喚
寛
が
強
く
意
識
さ
れ
て
、
具
体
的
に
鼻
で
捉
え
た
香
り
 
 

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
 
 

一
方
、
王
維
の
 
「
焚
香
」
九
例
は
、
具
体
的
に
鼻
で
嗅
い
だ
香
り
を
表
 
 

さ
な
い
。
二
例
を
引
き
、
孟
浩
然
の
「
焚
香
」
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
 
 
 

羽
人
飛
奏
楽
 
羽
人
 
飛
び
て
楽
を
奏
し
 
 

し 
ひ
ぎ
ま
す
 
 
 

天
女
脆
焚
香
 
天
女
 
脆
き
て
香
を
焚
く
 
 

（
王
維
「
福
禅
師
の
蘭
若
に
過
る
」
第
三
・
四
句
）
 
 

せ
つ
 
 
 

籍
草
飯
松
屑
 
革
を
籍
き
て
桧
屑
を
飯
し
 
 
 

焚
香
看
道
苦
 
香
を
焚
き
て
道
書
を
着
る
 
 

（
王
維
「
覆
釜
山
の
僧
に
飯
す
」
第
七
・
八
旬
）
 
 
 

前
者
は
、
寺
の
壁
画
に
措
か
れ
た
光
景
で
あ
り
、
視
覚
か
ら
「
香
」
を
 
 

捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
「
焚
香
」
は
「
頼
草
」
と
い
う
行
為
と
対
 
 

に
な
っ
て
お
り
、
香
り
で
は
な
く
、
焚
く
行
為
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
 
 

他
の
「
焚
香
」
七
例
に
お
い
て
も
、
後
者
の
例
と
同
様
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
他
、
王
維
に
は
「
窮
翠
香
煙
合
（
茹
翠
香
煙
合
す
）
」
 
（
「
感
化
寺
 
 

に
遊
ぶ
L
）
、
「
香
煙
欲
傍
衰
竜
浮
 
（
香
煙
褒
竜
に
傍
い
て
浮
か
ば
ん
と
欲
 
 

つ
と
 
 

す
）
」
 
（
「
頁
舎
人
の
、
早
に
大
明
宮
に
朝
す
の
作
に
和
す
」
）
 
と
い
う
用
例
 
 

が
見
え
る
が
、
前
者
は
「
香
煙
」
が
窮
翠
色
に
立
ち
上
る
様
子
、
後
者
は
 
 

そ  
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「
香
煙
」
が
天
子
の
礼
服
に
そ
っ
て
立
ち
上
る
様
子
を
、
視
覚
か
ら
捉
え
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
王
維
の
一
七
例
の
う
ち
「
名
香
」
「
香
」
「
薫
香
」
「
茶
香
」
 
 

を
除
く
一
三
例
は
、
嗅
覚
で
は
な
く
、
む
し
ろ
視
覚
や
行
為
と
し
て
認
識
 
 

さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

次
に
、
自
然
の
「
香
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
孟
浩
然
に
は
、
「
（
荷
花
の
）
 
 

香
気
」
「
（
林
の
）
 
香
気
」
「
（
橘
の
）
 
杏
」
「
杜
若
香
」
「
滞
香
」
「
香
杜
」
 
 

の
六
例
が
あ
る
。
王
維
に
は
「
香
草
」
「
（
英
軍
の
）
清
香
」
「
（
花
の
）
香
 
 

気
」
「
（
花
の
）
香
」
「
番
茅
」
 
の
五
例
が
あ
る
。
 
 
 

孟
浩
然
の
六
例
は
、
具
体
的
な
場
面
に
即
し
て
得
た
香
り
そ
の
も
の
を
、
 
 

描
写
し
て
い
る
。
一
例
を
引
く
。
 
 
 

骨
刺
紅
羅
被
 
骨
は
刺
す
紅
羅
の
被
 
 
 

香
粘
翠
羽
啓
 
香
り
は
粘
る
翠
羽
の
替
 
 

（
孟
浩
然
「
庭
の
橘
」
第
九
・
一
〇
旬
）
 
 
 

連
れ
の
女
性
が
橘
の
実
を
採
ろ
う
と
す
る
と
、
衣
に
橘
の
と
げ
が
引
っ
 
 

か
か
り
、
箸
に
橘
の
香
り
が
ま
と
わ
り
つ
く
と
詠
じ
る
。
 
 

一
方
、
王
維
の
五
例
中
三
例
で
は
、
香
り
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
他
の
 
 

こ
と
を
暗
示
す
る
た
め
に
「
香
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
 
 
 

香
草
為
君
子
 
香
草
 
君
子
と
為
す
 
 
 

名
花
是
長
卿
 
名
花
 
是
れ
長
卿
 
 

（
王
維
「
春
、
賀
遂
員
外
の
薬
園
に
過
る
」
第
三
・
四
句
）
 
 
 

番
長
風
吹
散
 
香
は
畏
る
風
の
吹
き
散
ぜ
ん
こ
と
を
 
 
 

衣
愁
霞
罪
過
 
衣
は
愁
う
露
の
諾
し
湿
ら
さ
ん
こ
と
を
 
 

（
王
維
「
早
春
行
」
第
七
・
八
旬
）
 
 
 

前
者
は
、
薬
園
が
整
備
さ
れ
て
草
花
が
よ
く
育
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
香
草
を
君
子
に
擬
え
る
の
は
、
¶
楚
辞
』
以
来
、
慣
用
 
 

的
な
比
喩
表
現
で
あ
る
。
後
者
の
「
香
」
は
、
少
女
の
若
さ
と
美
し
さ
を
 
 

象
徴
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
王
維
は
、
自
身
の
感
覚
に
従
っ
て
香
り
を
 
 

写
す
の
で
は
な
く
、
「
香
」
と
い
う
字
の
持
つ
、
気
高
く
尊
い
も
の
、
美
 
 

し
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
し
て
詩
を
構
成
し
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
こ
と
は
、
小
川
環
樹
他
『
王
稚
詩
集
』
 
（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
二
）
 
 

が
指
摘
す
る
、
「
一
見
リ
ア
ル
な
叙
凛
詩
に
見
え
る
も
の
も
、
実
は
ど
こ
 
 

か
し
ら
神
秘
的
幻
想
的
な
色
彩
を
帯
び
て
、
作
者
の
内
面
的
な
心
象
風
景
 
 

を
え
が
き
出
す
の
に
成
功
し
て
い
る
。
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
補
足
さ
れ
 
 

よ
う
。
次
に
引
く
「
文
杏
館
」
は
、
綱
川
荘
に
実
在
し
た
建
物
を
描
写
し
 
 

つ
つ
、
王
碓
の
心
象
風
景
を
映
し
出
し
て
い
る
。
 
 
 

文
杏
栽
為
梁
 
文
杏
を
裁
ち
て
梁
と
為
し
 
 
 

香
茅
結
為
宇
 
香
茅
を
結
ん
で
宇
と
為
す
 
 
 

不
知
棟
寅
雲
 
知
ら
ず
棟
恭
の
雲
 
 

去
作
人
間
雨
 
去
り
て
人
間
の
雨
と
作
る
や
 
 

（
王
維
「
文
杏
鯖
」
）
 
 
 

「
文
香
」
、
「
香
茅
」
、
「
棟
婁
雲
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
司
馬
相
加
「
長
門
賦
」
、
 
 

左
思
「
呉
都
賦
」
、
郭
撲
「
遊
仙
詩
」
に
典
故
を
持
つ
語
で
あ
る
。
「
香
茅
 
 

結
為
宇
」
は
香
り
高
い
茅
で
屋
根
を
葺
く
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
俗
世
 
 

か
ら
遠
く
離
れ
た
仙
人
の
住
ま
い
を
象
徴
し
て
お
り
、
現
実
に
香
り
が
あ
 
 

る
訳
で
は
な
い
。
 
 
 

さ
て
、
人
工
の
「
香
」
と
自
然
の
「
香
」
 
の
う
ち
、
現
実
に
香
り
が
あ
 
 

る
も
の
だ
け
を
取
り
上
げ
て
比
較
し
て
み
る
と
、
孟
浩
然
の
「
香
」
は
微
 
 

む  
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細
で
あ
り
、
王
維
の
「
香
」
は
豊
満
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 
 

孟
浩
然
の
、
現
実
に
香
り
の
あ
る
一
二
例
の
う
ち
一
一
例
は
、
夕
方
か
 
 

ら
夜
、
夜
明
け
に
か
け
て
の
時
間
帯
に
凍
え
た
微
か
な
香
り
で
あ
る
。
一
 
 

（
孟
浩
然
「
歳
除
の
夜
、
懐
い
有
り
」
第
一
～
四
句
）
 
 
 

「
鑓
中
香
気
」
と
は
、
除
夜
に
厄
除
け
の
た
め
に
燃
や
す
薬
草
の
香
り
 
 

で
あ
る
。
視
界
の
き
か
な
い
中
で
感
覚
を
総
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
 

嗅
覚
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
聴
覚
は
静
寂
の
中
の
わ
ず
か
の
 
 

音
を
捉
え
よ
う
と
し
、
視
覚
も
ま
た
微
か
な
光
を
見
逃
す
ま
い
と
す
る
。
 
 

一
方
、
王
維
の
六
例
で
は
、
荘
厳
で
豪
華
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
た
め
に
 
 

「
香
」
が
効
果
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
王
維
は
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
香
 
 

り
を
し
ば
し
ば
措
く
が
、
微
細
な
香
り
を
描
出
す
る
こ
と
は
な
い
。
 
 

つ
ら
 
 
 

九
衝
陳
広
楽
 
九
衝
 
広
楽
を
陳
ね
 
 
 

百
福
透
名
香
 
百
福
 
名
香
透
る
 
 

（
王
維
「
聖
製
、
十
五
夜
に
灯
を
燃
や
し
継
ぐ
に
師
宴
を
以
っ
て
す
 
 

に
和
し
奉
る
、
応
制
」
第
七
・
八
句
）
 
 
 

香
気
伝
空
満
 
香
気
 
空
を
伝
わ
り
て
満
ち
 
 
 

粧
華
影
箔
通
 
粧
華
 
箔
に
影
し
て
通
る
 
 

（
王
維
「
扶
南
曲
歌
詞
」
其
三
、
第
一
・
二
句
）
 
 
 

前
者
で
は
、
元
宮
観
灯
の
夜
、
百
福
殿
に
香
が
焚
か
れ
、
そ
の
香
り
が
 
 

例
を
引
く
。
 
 
 

五
更
鐘
漏
欲
相
催
 
 
 

四
気
推
遷
往
復
廻
 
 
 

帳
轟
殆
灯
趨
去
焔
 
 
 

鍍
中
香
気
尽
成
灰
 
 

五
更
の
鐘
漏
 
 

四
気
推
遷
し
 
 

帳
姦
の
残
灯
 
 

鑓
中
の
香
気
 
 あ

い
 
 

相
催
さ
ん
と
欲
し
 
 

往
復
し
て
廻
る
 
 

ト
†
 
 

趨
か
に
煩
を
去
り
 
 

尽
く
灰
と
成
る
 
 

漂
う
さ
ま
を
詠
じ
る
。
後
者
は
、
扶
南
 
（
現
在
の
タ
イ
国
の
一
部
）
 
か
ら
 
 

伝
来
し
た
音
楽
「
扶
南
曲
」
に
つ
け
ら
れ
た
歌
詞
で
あ
る
。
花
の
香
気
は
 
 

空
中
一
面
に
満
ち
、
装
っ
た
女
の
姿
が
簾
越
し
に
見
え
る
、
と
詠
う
も
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

以
上
、
孟
浩
然
と
王
維
の
「
香
」
の
用
例
を
比
較
す
る
と
、
次
の
こ
と
 
 

が
言
え
る
。
孟
浩
然
は
、
香
り
を
感
覚
的
に
捉
え
、
微
細
な
香
り
を
写
実
 
 

的
に
描
写
し
て
い
る
。
王
維
は
、
視
覚
や
行
為
と
し
て
「
香
」
を
捉
え
る
 
 

こ
と
が
少
な
く
な
く
、
「
香
L
 
の
持
つ
、
尊
く
美
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
生
か
 
 

し
て
詩
を
構
成
し
て
い
る
。
 
 

第
二
芸
早
 
 

本
章
で
は
、
孟
浩
然
と
李
白
の
「
香
」
を
比
較
す
る
。
 
 
 

「
夏
日
、
南
亭
に
て
辛
大
を
懐
う
」
第
五
句
に
あ
る
「
香
気
」
は
、
他
 
 

の
孟
浩
然
詩
に
、
「
林
端
識
香
気
（
林
端
に
香
気
を
識
る
）
」
 
（
「
香
山
の
湛
 
 

上
人
を
尋
ぬ
」
）
、
「
薫
籠
香
気
微
（
燕
籠
香
気
微
か
な
り
）
」
 
（
「
来
夜
」
）
、
 
 

「
亜
中
香
気
尽
成
灰
（
億
中
の
香
気
尽
く
灰
と
成
る
）
」
 
（
「
歳
除
の
夜
、
 
 

懐
い
有
り
」
）
 
と
い
う
三
例
が
見
え
る
。
い
ず
れ
も
具
体
的
な
香
り
を
指
 
 

す
も
の
で
あ
る
。
 
 

一
方
、
李
白
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
、
現
実
に
香
り
の
し
な
い
「
香
」
 
 

で
あ
る
。
「
香
気
」
二
例
、
「
香
風
」
九
例
、
合
わ
せ
て
一
一
例
中
、
現
実
 
 

の
も
の
で
は
な
い
仙
界
の
香
り
を
表
現
す
る
も
の
が
一
例
、
女
性
の
舞
や
 
 

馬
の
疾
駆
に
よ
っ
て
起
こ
る
風
を
誇
張
す
る
も
の
が
三
例
あ
る
。
 
 
 

し
か
も
、
一
一
例
か
ら
四
例
を
除
い
た
七
例
の
う
ち
、
「
香
気
為
誰
発
（
香
 
 

気
誰
が
為
に
か
発
す
る
）
」
 
（
「
古
風
五
十
九
首
」
其
三
人
）
、
「
蘭
幽
香
風
 
 

15   



堵
台
雪
花
数
千
点
 
薙
台
の
雪
花
 
数
千
点
 
 
 

片
片
吹
落
春
風
香
 
片
片
吹
き
落
ち
て
春
風
香
し
 
 

（
李
白
「
殿
明
佐
よ
り
五
雲
菜
を
贈
ら
れ
し
に
酬
ゆ
る
歌
」
第
二
七
・
 
 

二
八
句
）
 
 
 

前
者
の
「
天
香
」
は
天
上
界
の
香
り
、
「
天
楽
」
は
天
上
界
の
音
楽
を
 
 

指
し
、
東
林
寺
の
壮
厳
さ
を
描
出
す
る
。
後
者
で
は
、
贈
ら
れ
た
皮
衣
を
 
 

着
て
飛
び
立
て
ば
仙
界
で
花
び
ら
の
よ
う
な
雪
が
降
り
散
る
と
言
う
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
李
白
に
は
具
体
的
な
香
り
を
描
写
す
る
作
も
あ
り
、
花
の
 
 

か
す
 
 

遠
 
（
蘭
幽
か
に
し
て
香
風
通
し
）
」
 
（
「
五
松
山
に
於
い
て
南
陵
の
常
賛
府
 
 

に
贈
る
」
）
 
と
い
う
二
例
は
、
蘭
の
香
り
を
取
り
上
げ
て
、
自
分
に
才
能
 
 

が
あ
る
の
に
引
き
立
て
て
も
ら
え
な
い
こ
と
を
表
す
。
ま
た
、
「
莫
便
香
 
 

ひ
る
が
え
 
 

風
諷
（
香
風
を
し
て
諷
ら
し
む
る
莫
か
れ
）
」
（
「
遠
き
に
寄
す
十
二
首
」
 
 

其
三
）
 
は
、
故
郷
に
咲
く
桃
李
の
花
を
、
風
が
吹
き
散
じ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
 
 

う
に
と
願
っ
て
、
妻
に
手
紙
を
送
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
香
気
三
天
 
 

下
（
香
気
三
夫
よ
り
下
る
）
」
（
「
春
日
、
山
に
帰
り
て
孟
浩
然
に
寄
す
」
）
、
 
 

「
郷
戸
香
風
暖
（
繍
戸
香
風
暖
か
し
）
」
 
（
「
宮
中
行
楽
詞
八
首
」
其
五
）
 
 

の
二
例
は
、
さ
わ
や
か
で
心
地
よ
い
空
気
を
表
し
て
お
り
、
香
り
を
指
す
 
 

も
の
で
は
な
い
。
具
体
的
な
香
り
が
す
る
の
は
、
一
一
例
中
「
香
風
」
二
 
 

例
（
「
紫
藤
樹
」
「
鶉
鵡
洲
」
）
 
の
み
で
あ
る
。
 
 
 

李
白
は
他
に
も
四
例
、
想
像
力
を
駆
使
し
て
、
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
 
 

い
香
り
を
措
く
。
二
例
を
引
く
。
 
 
 

天
香
生
虚
空
 
天
香
 
虚
空
に
生
じ
 
 

や
 
 
天
楽
鳴
不
敬
 
天
楽
 
鳴
り
て
飲
ま
ず
 
 

（
李
白
「
鷹
山
の
東
林
寺
に
夜
懐
う
」
 
 

第
五
二
ハ
旬
）
 
 

両
者
を
比
較
し
て
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
 
 
 

ま
ず
第
一
に
、
李
白
の
詩
で
は
場
面
の
時
間
が
特
定
さ
れ
な
い
の
に
射
 
 

し
、
孟
浩
然
の
詩
で
は
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
の
情
景
を
写
す
。
そ
れ
も
、
 
 

あ
る
一
場
面
を
切
り
取
っ
て
詠
じ
る
の
で
は
な
く
、
「
山
光
忽
西
落
」
か
 
 

ら
「
中
宵
労
夢
想
」
へ
と
、
刻
々
と
変
化
す
る
時
間
の
推
移
を
詠
み
込
む
。
 
 
 

香
り
七
例
 
（
前
述
の
「
紫
藤
樹
」
「
艶
鵡
洲
」
を
含
む
）
、
香
料
二
例
、
洒
 
 

（
2
）
 
 

の
香
り
二
例
が
見
え
る
。
こ
こ
で
は
、
孟
浩
然
と
李
白
に
共
通
し
て
見
え
 
 

る
、
蓮
の
香
り
を
取
り
上
げ
て
比
較
す
る
。
 
 

風
動
荷
花
水
殿
香
 
 

姑
蘇
台
上
見
呉
王
 
 

西
施
酔
舞
橋
無
力
 
 

笑
倍
東
窓
白
玉
林
 
 
 

（
李
白
「
口
号
、
 
 

山
光
忽
西
落
 
 

池
月
漸
東
上
 
 

散
髪
乗
夕
涼
 
 

開
軒
臥
閑
倣
 
 

荷
風
送
香
気
 
 

竹
露
滴
晴
響
 
 

欲
取
鳴
琴
弾
 
 

恨
無
知
音
質
 
 

感
此
懐
故
人
 
 

中
宵
労
夢
想
 
 
 

（
孟
浩
然
 
 

山
光
 
忽
ち
西
に
落
ち
 
 

池
月
 
漸
く
東
に
上
る
 
 

髪
を
散
じ
て
夕
涼
に
乗
じ
 
 

軒
を
開
き
て
閑
傲
に
臥
す
 
 

荷
風
 
香
気
を
送
り
 
 

竹
露
 
清
響
を
滴
ら
す
 
 

嶋
琴
を
取
り
て
弾
ぜ
ん
と
欲
す
る
も
 
 

知
者
の
賞
す
る
な
き
を
恨
む
 
 

こ
れ
 
 

此
に
感
じ
て
故
人
を
懐
い
 
 

中
宮
 
夢
想
を
労
す
 
 

「
夏
日
、
南
亭
に
て
辛
大
を
懐
う
」
）
 
 

風
は
荷
花
を
動
か
し
て
水
殿
香
し
 
 

姑
蘇
台
上
 
呉
王
を
見
る
 
 

西
施
酔
舞
 
矯
と
し
て
力
な
く
 
 

笑
い
て
侍
る
 
東
窓
 
白
玉
の
林
 
 

呉
王
の
美
人
、
半
ば
酔
う
」
）
 
 

各
一
例
を
引
く
。
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第
二
に
、
李
白
の
「
風
動
荷
花
水
殿
香
」
で
は
、
他
の
上
を
渡
る
風
が
 
 

蓮
の
花
び
ら
を
震
わ
せ
る
様
子
が
措
か
れ
、
や
や
視
覚
に
傾
く
の
に
対
し
 
 

て
、
孟
浩
然
の
「
荷
風
送
香
気
」
は
、
嗅
覚
に
基
づ
く
描
写
で
あ
る
。
孟
 
 

浩
然
ほ
、
薄
暗
く
視
界
の
き
か
な
く
な
っ
た
頃
、
蓮
の
香
り
が
漂
っ
て
く
 
 

る
こ
と
を
描
く
。
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
の
時
間
で
あ
る
こ
と
が
、
孟
浩
 
 

然
の
喚
覚
を
鋭
敏
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
三
に
、
孟
浩
然
の
詩
で
は
、
聴
覚
に
よ
っ
て
静
寂
が
確
認
さ
れ
る
。
「
竹
 
 

露
滴
清
響
」
は
、
露
の
滴
る
ご
く
微
か
な
音
に
よ
っ
て
、
南
亭
の
静
ま
り
 
 

返
っ
た
夜
を
際
立
た
せ
る
。
李
白
の
詩
に
は
、
こ
の
よ
う
な
嗅
覚
と
聴
覚
 
 

と
の
組
み
合
わ
せ
は
見
ら
れ
な
い
。
 
 
 

川
口
善
治
「
孟
浩
然
詩
に
お
け
る
自
然
描
写
に
つ
い
て
（
下
）
」
（
前
出
）
 
 

は
、
孟
浩
然
詩
に
つ
い
て
「
視
覚
は
閣
に
妨
げ
ら
れ
て
そ
の
使
用
が
困
難
 
 

に
な
る
た
め
に
、
文
学
表
現
で
は
い
ま
一
つ
の
代
表
的
感
覚
で
あ
る
聴
覚
 
 

が
、
よ
り
と
ぎ
す
ま
さ
れ
た
も
の
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
指
摘
す
る
。
 
 

夜
に
感
覚
が
鋭
く
な
る
の
は
、
嗅
覚
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

前
述
し
た
第
一
か
ら
第
三
の
特
徴
は
、
全
て
を
備
え
る
と
は
限
ら
な
い
 
 

が
、
孟
浩
然
の
他
の
詩
に
も
当
て
は
ま
る
。
 
 

水
亭
涼
気
多
 
水
亭
 
 

閑
梓
晩
来
週
 
 

澗
影
見
藤
竹
 
 

澤
香
聞
董
荷
 
 

野
童
扶
酔
舞
 
 

山
鳥
笑
酎
歌
 
 

幽
賞
未
云
逼
 
 

閑
梓
 
 

澗
影
 
 

渾
香
 
 

野
童
 
 

山
鳥
 
 

幽
賞
 
 涼

気
多
く
 
 

晩
来
週
る
 
 

藤
竹
を
見
 
 

菱
荷
を
聞
ぐ
 
 

た
す
 
 

酔
舞
を
扶
け
 
 

酎
歌
を
笑
う
 
 

ー
二
 
 
あ
ま
ね
 
 

未
だ
云
に
遠
か
ら
ず
 
 

ゆ
う
ペ
い
か
ん
 
 
 

煙
光
奈
夕
何
 
煙
光
 
夕
を
奈
何
せ
ん
 
 

（
孟
浩
然
「
夏
日
、
舟
を
浮
か
べ
て
膝
逸
人
の
別
業
に
過
る
」
）
 
 
 

話
中
に
は
、
「
閑
樟
晩
来
週
」
か
ら
「
煙
光
奈
夕
何
」
 
へ
と
、
時
間
の
 
 

推
移
が
詠
み
込
ま
れ
る
。
ま
た
、
蓮
の
香
り
（
喚
覚
）
 
は
、
酔
っ
て
歌
う
 
 

声
・
鳥
の
噸
り
（
聴
覚
）
、
夕
方
の
涼
気
（
触
覚
）
、
川
面
に
映
る
藤
竹
・
 
 

黄
昏
の
光
（
視
覚
）
 
と
組
み
合
わ
せ
て
描
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

さ
て
、
前
章
で
、
孟
浩
然
の
「
香
し
は
微
細
で
あ
り
、
王
維
の
「
香
」
 
 

は
豊
満
で
あ
る
と
述
べ
た
。
で
は
、
李
白
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

李
白
の
「
香
」
は
、
鮮
明
で
あ
る
。
李
白
は
、
作
品
の
構
成
要
素
の
一
 
 

つ
と
し
て
「
香
」
を
配
す
る
。
詩
中
で
放
た
れ
る
の
は
、
微
か
な
香
り
で
 
 

は
な
く
、
強
烈
で
鮮
明
な
香
り
で
あ
る
。
 
 
や
わ
ら
 
 
 

柳
色
黄
金
赦
 
柳
色
 
黄
金
に
し
て
微
か
に
 
 
 

梨
花
白
雪
香
 
梨
花
 
白
雪
に
し
て
香
し
 
 

（
李
白
「
宮
中
行
楽
詞
八
首
」
其
二
、
第
一
ニ
ー
旬
）
 
 

一
枝
紅
艶
露
凝
香
一
枝
の
紅
艶
 
露
 
香
り
を
凝
ら
す
 
 

む
な
 
 
 

雲
雨
巫
山
柾
断
腸
 
雲
雨
巫
山
 
任
し
く
断
腸
 
 

（
李
白
「
清
平
調
詞
三
首
」
其
二
、
第
一
・
二
旬
）
 
 
 

前
者
は
、
宮
中
の
庭
園
に
花
が
咲
き
ほ
こ
ろ
ぶ
様
子
で
あ
り
、
後
者
は
 
 

楊
貴
妃
の
艶
め
か
し
い
さ
ま
を
牡
丹
に
喩
え
る
も
の
で
あ
る
。
両
者
と
も
 
 

に
、
花
の
香
り
が
誇
張
さ
れ
て
鮮
明
に
措
か
れ
て
い
る
。
 
 
 

李
白
の
鮮
明
な
「
香
」
と
孟
浩
然
の
微
細
な
「
香
」
 
の
違
い
は
、
李
白
 
 

（
3
し
 
 

が
孟
浩
然
の
詩
風
に
合
わ
せ
て
作
っ
た
と
さ
れ
る
次
の
詩
と
、
孟
浩
然
の
 
 

詩
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
一
層
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
 
 
 

香
気
三
天
下
 
香
気
 
三
天
よ
り
下
り
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（
孟
浩
然
「
香
山
に
湛
上
人
を
尋
ぬ
」
第
三
～
六
句
）
 
 
 

孟
浩
然
の
 
「
香
」
が
、
夕
方
か
ら
夜
へ
の
時
間
の
推
移
の
中
で
措
か
れ
 
 

て
い
る
の
に
対
し
て
、
李
白
の
詩
で
は
、
場
面
の
時
間
が
特
定
さ
れ
な
い
。
 
 

李
白
の
詩
中
に
嗅
覚
と
聴
覚
の
対
比
が
見
ら
れ
る
の
は
孟
浩
然
の
詩
に
同
 
 

じ
だ
が
、
李
白
に
は
香
り
を
微
細
に
措
こ
う
と
す
る
意
識
が
見
ら
れ
な
い
。
 
 

む
し
ろ
、
一
面
に
香
気
が
降
り
注
ぐ
か
の
よ
う
な
情
景
を
措
き
、
訪
れ
た
 
 

山
寺
が
神
々
し
く
厳
か
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
個
性
が
異
な
り
 
 

作
詩
の
意
図
が
異
な
れ
ば
、
同
じ
素
材
を
用
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
描
写
 
 

の
遠
い
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

さ
て
、
李
白
の
「
香
」
に
は
、
孟
浩
然
と
王
維
に
見
ら
れ
な
い
、
特
徴
 
 

的
な
用
例
が
あ
る
。
 
 
 

博
山
炉
中
沈
香
火
 
博
山
炉
中
 
沈
香
の
火
 
 
 

双
煙
一
気
凌
紫
霞
 
双
煙
一
気
 
紫
霞
を
凌
ぐ
 
 

（
李
白
「
楊
叛
児
」
第
七
・
八
句
）
 
 
 

留
余
香
今
染
繍
被
 
余
香
を
留
め
て
繍
被
を
染
め
 
 
 

夜
欲
寝
今
愁
人
心
 
夜
 
寝
ね
ん
と
欲
し
て
人
心
を
愁
え
し
む
 
 

気
鼠
亘
百
里
 
 

日
入
行
始
至
 
 

谷
口
聞
鐘
声
 
 

林
端
識
香
気
 
 

鐘
声
万
墾
連
 
鐘
声
 
万
整
に
連
な
る
 
 

荷
秋
珠
巳
満
 
荷
は
秋
に
し
て
珠
已
に
満
ち
 
 

松
密
蓋
初
円
 
松
は
密
に
し
て
蓋
初
め
て
円
か
な
り
 
 
 

（
李
白
「
春
日
、
山
に
帰
り
て
孟
浩
然
に
寄
す
」
第
九
～
一
二
句
）
 
 

筑
鼠
 
百
里
に
亘
り
 
 

み
ち
の
り
 
 

日
入
り
て
行
始
め
て
至
る
 
 

谷
口
に
鐘
声
を
聞
き
 
 

林
端
に
香
気
を
識
る
 
 

（
李
白
「
代
わ
り
て
情
を
寄
す
、
楚
詞
の
体
」
第
三
・
四
旬
）
 
 
 

前
者
で
は
、
香
炉
か
ら
立
ち
上
る
ふ
た
す
じ
の
煙
が
一
つ
に
な
る
と
言
 
 

い
、
愛
し
合
う
男
女
を
暗
示
す
る
。
後
者
は
、
あ
な
た
の
匂
い
が
夜
着
に
 
 

残
っ
て
お
り
私
の
心
を
悲
し
ま
せ
る
と
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

李
白
に
は
、
男
女
の
情
愛
を
述
べ
る
時
に
「
香
」
を
用
い
る
例
が
八
例
、
 
 

女
性
の
描
写
に
「
香
」
を
用
い
る
例
が
八
例
見
え
る
。
一
一
方
、
孟
浩
然
詩
 
 

に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
用
例
は
、
孤
独
な
夜
が
空
し
く
過
ぎ
て
い
く
催
 
 

し
さ
を
詠
じ
る
次
の
一
例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
 
 

お
ざ
 
 
 

理
琴
開
宝
匝
 
琴
を
理
め
て
宝
厚
を
開
き
 
 
 

就
枕
臥
重
幅
 
枕
に
就
き
て
重
暗
に
臥
す
 
 
 

夜
久
灯
花
落
 
夜
久
し
く
し
て
灯
花
落
ち
 
 
 

葉
籠
香
気
微
 
薫
籠
 
香
気
微
か
な
り
 
 

（
孟
浩
然
「
寒
夜
」
第
一
二
～
六
旬
）
 
 
 

但
し
、
こ
の
「
香
気
」
は
、
恋
す
る
人
を
象
徴
す
る
も
の
で
は
な
く
、
 
 

一
人
寝
の
時
間
の
経
過
を
表
す
た
め
に
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
李
白
の
二
 
 

例
と
は
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
。
 
 
 

以
上
、
孟
浩
然
と
李
白
の
「
香
」
 
の
用
例
を
比
較
す
る
と
、
次
の
こ
と
 
 

が
言
え
る
。
孟
浩
然
の
「
香
」
は
、
夕
方
か
ら
夜
、
夜
明
け
に
か
け
て
の
 
 

時
間
の
推
移
の
中
で
、
昼
の
明
る
い
光
が
失
わ
れ
て
嘆
寛
が
鋭
敏
に
な
っ
 
 

た
結
果
、
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
孟
浩
然
は
、
「
香
」
と
聴
覚
や
触
覚
 
 

等
を
組
み
合
わ
せ
て
、
香
り
を
感
覚
的
に
措
く
。
一
方
、
李
白
は
、
想
像
 
 

の
世
界
の
非
現
実
的
な
「
香
」
を
描
く
こ
と
が
多
く
、
香
り
を
誇
張
し
て
 
 

表
現
す
る
。
ま
た
、
男
女
の
情
愛
や
女
性
を
描
写
す
る
際
に
「
香
」
を
挿
 
 

入
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
る
効
果
を
上
げ
て
い
る
。
 
 

18   



第
四
章
 
 

第
三
章
ま
で
、
孟
浩
然
が
微
細
な
香
り
を
自
身
の
喚
覚
で
捉
え
、
特
定
 
 

の
イ
メ
ー
ジ
に
依
拠
せ
ず
写
実
的
に
描
写
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
 
 

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
孟
浩
然
の
描
写
が
写
実
的
だ
と
は
い
っ
て
も
、
限
 
 

り
な
く
写
実
に
近
い
虚
構
で
あ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
 
 
 

「
荷
風
送
香
気
、
竹
霧
消
活
印
」
（
「
夏
日
、
南
亭
に
て
辛
大
を
懐
う
」
）
 
 

の
句
で
、
「
荷
」
と
「
竹
」
を
組
み
合
わ
せ
た
の
は
、
作
者
の
意
図
が
あ
っ
 
 

と  

か   
け
が
 
 

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
荷
」
は
、
泥
中
に
生
え
て
な
お
汚
れ
な
い
、
清
 
 

浄
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
花
で
あ
る
。
ま
た
「
竹
」
は
、
節
が
あ
る
と
こ
ろ
 
 

か
ら
、
節
を
守
る
高
潔
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。
南
亭
に
は
お
そ
ら
く
荷
や
 
 

竹
が
実
際
に
植
え
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ら
を
忠
実
に
詩
に
再
現
 
 

す
る
と
い
う
よ
り
も
、
荷
や
竹
の
イ
メ
ー
ジ
を
詩
に
取
り
込
ん
で
、
南
辛
 
 

が
俗
塵
に
染
ま
ら
な
い
場
所
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

荷
の
清
浄
な
イ
メ
ー
ジ
を
詩
に
取
り
込
ん
だ
例
は
他
に
も
あ
り
、
 
 
 

糞
荷
講
話
席
 
支
荷
 
講
席
に
薫
じ
 
 
 

松
柏
映
香
ム
ロ
 
松
柏
 
番
台
に
映
ず
 
 

（
孟
浩
然
「
融
公
の
蘭
若
に
題
す
」
第
三
・
四
旬
）
 
 

で
は
、
「
支
荷
」
が
講
席
に
芳
し
く
匂
い
、
「
松
柏
」
は
香
台
に
影
を
映
し
、
 
 

そ
れ
ら
に
よ
っ
て
寺
の
清
浄
な
イ
メ
ー
ジ
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
。
 
 

ま
た
、
「
風
起
遥
間
杜
若
香
（
風
起
こ
り
て
遥
か
に
聞
ぐ
杜
若
の
香
）
」
 
 

（
「
鶴
鵡
洲
に
て
王
九
の
江
左
に
遊
ぶ
を
送
る
」
）
 
は
、
『
楚
辞
』
「
湘
君
」
 
 

に
「
釆
芳
洲
今
杜
若
（
芳
洲
の
杜
若
を
乗
る
）
」
、
同
じ
く
「
湘
夫
人
」
に
 
 
 

「
零
汀
洲
今
杜
若
 
（
汀
洲
の
杜
若
を
挙
る
）
L
、
更
に
「
九
鬼
」
 
に
「
山
中
 
 

人
骨
芳
杜
若
 
（
山
中
の
人
は
杜
若
芳
し
）
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
た
表
現
 
 

で
あ
る
。
『
楚
辞
』
の
、
心
を
清
ら
か
に
し
て
相
手
を
一
途
に
思
う
イ
メ
ー
 
 

ジ
を
、
「
風
起
遥
聞
杜
若
香
」
 
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
 
 
 

他
に
「
夜
久
灯
花
落
、
薫
籠
香
気
微
（
夜
久
し
く
し
て
灯
花
落
ち
、
薫
 
 

や   

籠
香
気
微
か
な
り
）
」
 
（
「
寒
夜
」
）
 
は
、
女
性
に
か
わ
っ
て
孤
閏
の
寂
し
 
 

さ
を
詠
じ
る
、
虚
構
の
旬
で
あ
る
。
し
か
し
、
夜
が
更
け
て
灯
心
の
燃
え
 
 

か
す
が
落
ち
、
い
ぶ
し
か
ご
に
蔑
も
っ
た
香
り
も
薄
れ
て
い
く
と
い
う
描
 
 

写
は
、
自
身
の
体
験
や
観
察
に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
。
 
 
 

孟
浩
然
は
自
身
の
中
に
蓄
積
さ
れ
た
体
験
や
観
察
を
、
詩
の
場
面
や
主
 
 

題
に
応
じ
て
意
図
的
に
選
ん
で
引
き
出
し
て
い
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
 
 

で
あ
ろ
う
。
蓄
積
さ
れ
た
体
験
や
観
察
は
、
写
実
的
描
写
に
よ
っ
て
違
和
 
 

感
な
く
詩
の
場
面
や
主
題
に
な
じ
み
、
詩
の
構
成
要
素
と
な
る
。
故
に
、
 
 

特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
面
に
押
し
出
す
抽
象
的
な
香
り
は
影
を
潜
め
、
比
 
 

喩
的
二
階
示
的
な
香
り
も
詩
に
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
次
に
引
く
「
清
 
 

芽
」
 
の
例
で
は
、
就
師
の
高
潔
さ
が
暗
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
山
房
周
辺
 
 

に
漂
う
爽
や
か
な
香
り
も
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 

江
静
稗
歌
敏
 
江
静
か
に
樟
歌
飲
み
 
 
 

渓
探
樵
語
間
 
渓
深
く
し
て
礁
語
間
こ
ゆ
 
 
 

帰
途
未
忍
去
 
帰
途
 
未
だ
去
る
に
忍
び
ず
 
 
 

携
手
恋
酒
茶
 
事
を
携
え
て
持
碁
を
恋
う
 
 

（
孟
浩
然
「
王
九
の
就
師
山
房
に
題
す
に
同
ず
」
第
九
～
一
二
旬
）
 
 
 

こ
の
よ
う
な
、
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
面
に
押
し
出
さ
な
い
香
り
の
描
 
 

写
は
、
孟
浩
然
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

過
桂
藩
『
孟
浩
然
集
注
』
 
（
旅
瀞
教
育
出
版
社
、
一
九
九
一
）
 
は
、
「
荷
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風
送
香
気
」
 
の
句
に
つ
い
て
、
「
諸
家
秀
句
経
浩
然
略
為
点
監
、
即
有
無
 
 

限
晴
幽
。
」
と
注
釈
し
、
優
れ
た
旬
が
孟
浩
然
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
、
清
 
 

幽
の
境
地
に
達
し
た
と
指
摘
す
る
。
「
諸
家
秀
句
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
 
 

い
る
の
が
、
次
の
三
例
で
あ
る
。
 
 
 

荷
風
驚
浴
鳥
 
荷
風
 
浴
鳥
を
驚
か
せ
 
 

あ
つ
 
 
 

橋
影
栄
行
魚
 
橋
影
 
行
魚
を
宋
む
 
 

（
康
信
「
山
地
に
和
し
奉
る
」
第
七
・
八
句
）
 
 
 

荷
香
帯
風
遠
 
荷
香
 
風
を
帯
び
て
遠
く
 
 
 

蓮
影
向
根
生
 
蓮
影
 
根
に
向
か
い
て
生
ず
 
 

（
梁
二
冗
帝
帯
繹
「
江
を
捗
り
て
芙
蓉
を
乗
る
を
賦
し
得
た
り
L
第
 
 

五
・
六
句
）
 
 
 

映
日
花
光
動
 
日
に
映
じ
て
花
光
動
き
 
 
 

迎
風
香
気
来
 
風
を
迎
え
て
香
気
来
た
る
 
 

（
陳
・
後
主
叔
宝
「
梅
花
落
二
首
」
其
一
、
第
五
・
六
旬
）
 
 
 

ま
た
、
他
に
も
、
「
荷
風
送
香
気
」
 
の
旬
と
情
景
の
類
似
し
た
次
の
二
 
 

例
が
見
出
せ
る
。
 
 
 

雲
斜
花
影
投
 
票
斜
め
に
し
て
花
影
没
し
 
 

か
ん
ば
 
 
 

日
落
荷
心
香
 
日
落
ち
て
荷
心
香
し
 
 

（
梁
・
簡
文
帯
帯
綱
「
苦
熱
行
」
第
二
 
二
二
旬
）
 
 
 

臨
池
影
入
浪
 
池
に
臨
み
て
 
影
 
浪
に
入
り
 
 
 

従
風
香
払
衣
 
風
に
従
い
て
 
香
 
衣
を
払
う
 
 

（
梁
二
冗
帝
粛
緯
「
蘭
沢
に
芳
草
多
し
を
威
し
得
た
り
」
第
五
・
六
 
 

旬
）
 
 

T
ヱ
 
 
 

い
ず
れ
も
、
梁
・
陳
代
に
宮
廷
で
作
ら
れ
た
題
詠
詩
で
あ
る
。
詩
作
の
 
 

場
を
考
え
る
と
、
孟
浩
然
詩
の
対
極
に
位
置
す
る
作
品
群
の
よ
う
に
思
わ
 
 

れ
る
が
、
香
り
の
表
現
に
は
い
く
つ
か
の
類
似
点
が
あ
る
。
 
 
 

前
≡
例
は
、
風
が
花
の
香
り
を
含
ん
で
吹
く
こ
と
を
詠
じ
る
も
の
で
あ
 
 

る
。
「
驚
浴
鳥
」
「
遠
」
「
来
」
 
の
語
に
よ
っ
て
香
り
が
日
に
見
え
ぬ
こ
と
 
 

を
表
し
、
嗅
覚
に
基
づ
い
て
描
写
す
る
。
叙
景
は
感
覚
的
で
あ
り
、
香
り
 
 

を
帯
び
た
風
と
、
水
に
映
っ
た
「
橋
」
「
蓮
」
 
の
影
・
「
花
」
に
き
ら
め
 
 

く
光
と
を
組
み
合
わ
せ
る
。
後
二
例
の
う
ち
染
・
簡
文
帝
の
楽
府
は
、
目
 
 

し
べ
 
 

が
暮
れ
て
花
の
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
頃
、
荷
の
蕊
が
芳
し
く
匂
う
、
と
 
 

詠
じ
て
夕
闇
の
中
の
香
り
を
措
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
梁
二
几
帝
の
詩
 
 

で
は
、
蘭
の
香
り
が
衣
を
か
す
め
て
い
く
さ
ま
が
措
か
れ
、
微
か
な
香
り
 
 

を
描
写
の
対
象
と
す
る
。
 
 
 

こ
れ
ら
は
、
王
維
・
李
白
と
比
較
し
て
得
ら
れ
た
、
孟
浩
然
の
「
香
」
 
 

の
特
徴
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
『
詩
経
』
 
『
楚
辞
』
か
ら
受
け
継
が
れ
た
 
 

特
定
の
イ
メ
ー
ジ
に
依
拠
せ
ず
、
感
覚
的
に
香
り
を
捉
え
、
香
り
そ
の
も
 
 

の
を
描
写
し
て
い
る
。
「
荷
風
送
香
気
」
 
の
原
郵
を
、
こ
れ
ら
の
旬
に
見
 
 

出
す
こ
と
が
で
き
る
。
 
 
 

謝
霊
還
ら
の
、
山
水
諸
に
お
け
る
自
然
描
写
の
手
法
が
、
孟
浩
然
に
継
 
 

〓
J
 
 

承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
慰
 
 

し
か
し
、
前
掲
五
例
と
の
比
較
が
示
す
よ
う
に
、
孟
浩
然
詩
が
題
詠
詩
か
 
 

ら
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
あ
る
テ
ー
マ
に
 
 

つ
い
て
様
々
な
角
度
か
ら
多
面
的
描
写
を
試
み
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
既
 
 

成
の
イ
メ
ー
ジ
を
陳
腐
だ
と
排
除
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

但
し
、
孟
浩
然
詩
と
題
詠
詩
が
決
定
的
に
異
な
る
の
は
、
実
生
活
の
体
 
 

験
に
根
ざ
し
て
い
る
か
否
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
掲
五
例
は
孟
浩
然
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諸
に
比
べ
る
と
、
枯
れ
な
い
造
花
を
鑑
賞
す
る
よ
う
な
、
作
り
物
め
い
た
 
 

印
象
を
免
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
次
に
引
く
孟
浩
然
の
詩
は
、
露
を
は
 
 

ら
ん
だ
空
気
の
湿
り
気
や
蓮
を
摘
む
歌
声
が
、
杜
若
の
香
り
と
と
も
に
、
 
 

真
に
迫
る
臨
場
感
を
も
っ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

露
気
聞
香
杜
 
露
気
 
香
杜
を
聞
き
 
 
 

歌
声
識
釆
連
 
歌
声
 
宋
蓮
を
識
る
 
 
 

傍
人
投
岸
火
 
梼
人
 
岸
火
に
投
じ
 
 
 

漁
子
宿
渾
煙
 
漁
子
 
渾
煙
に
宿
る
 
 

（
6
）
 
 

（
孟
浩
然
「
夜
、
湘
水
を
渡
る
し
第
三
～
六
旬
）
 
 
 

宮
廷
で
活
躍
で
き
な
か
っ
た
が
故
に
、
孟
浩
然
は
宮
廷
詩
人
に
は
な
い
 
 

個
性
を
獲
得
し
た
。
す
な
わ
ち
、
視
覚
や
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
に
依
拠
し
な
 
 

い
表
現
方
法
と
、
真
実
に
迫
る
力
を
生
み
出
す
体
験
と
の
調
和
で
あ
る
。
 
 

香
り
の
描
写
を
見
る
限
り
、
孟
浩
然
詩
に
お
い
て
両
者
の
調
和
は
新
た
な
 
 

成
果
を
収
め
て
い
る
。
 
 

第
五
章
 
 

こ
こ
ま
で
、
「
香
」
 
の
用
例
を
中
心
に
、
孟
浩
然
詩
に
お
け
る
香
り
の
 
 

表
現
に
つ
い
て
論
を
進
め
て
き
た
。
本
章
で
は
、
香
り
を
表
現
す
る
も
う
 
 

一
つ
の
語
、
「
芳
」
 
の
用
例
を
検
討
す
る
。
 
 
 

「
芳
」
に
つ
い
て
は
、
孟
浩
然
、
王
維
、
李
白
の
三
者
と
も
『
詩
経
』
『
楚
 
 

辞
』
 
『
文
選
』
 
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
し
て
お
り
、
作
者
に
よ
る
描
写
の
違
 
 

い
が
認
め
ら
れ
な
い
。
 
 
 

『
漢
語
大
詞
典
』
は
「
芳
」
 
の
意
味
と
し
て
、
 
 
 

①
草
香
。
亦
淀
指
香
、
香
気
。
 
⑦
花
井
。
 
③
指
舐
徳
美
誉
。
亦
以
 
 
 

指
賢
徳
的
人
。
 
④
指
人
的
青
春
。
 
⑤
称
人
之
敬
詞
。
 
 

を
挙
げ
る
。
三
者
の
「
芳
」
の
用
例
（
孟
浩
然
八
、
王
維
八
、
李
白
七
五
）
 
 

を
こ
の
五
項
目
に
分
類
し
、
さ
ら
に
「
①
香
、
香
気
」
に
分
類
さ
れ
た
も
 
 

の
を
精
査
す
る
と
、
具
体
的
な
香
り
を
表
す
も
の
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
 
 

が
わ
か
る
。
孟
浩
然
二
例
、
王
雄
一
例
、
李
白
三
例
で
あ
る
。
 
 
 

次
に
引
く
孟
浩
然
の
「
尋
芳
革
」
は
、
仕
官
の
つ
て
を
求
め
る
の
を
や
 
 

め
、
俗
塵
か
ら
離
れ
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
 
 
 

欲
尋
芳
草
去
 
芳
草
を
尋
ね
て
去
ら
ん
と
欲
す
れ
ど
も
 
 

た
が
 
 
 

惜
与
故
人
違
 
故
人
と
違
わ
ん
こ
と
を
惜
し
む
 
 

（
孟
浩
然
「
王
維
に
留
別
す
」
第
三
・
四
旬
）
 
 
 

ま
た
、
次
に
引
く
王
椎
・
李
白
の
例
で
も
、
「
芳
草
」
は
高
潔
・
晴
逸
 
 

と
い
う
、
「
離
騒
」
以
来
の
既
成
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
襲
す
る
。
 
 
 

芳
草
空
隠
処
 
芳
革
 
隠
処
を
空
し
く
し
 
 
 

白
雲
余
故
琴
 
白
雲
 
枚
挙
を
余
す
 
 

（
王
維
「
権
二
を
送
る
L
第
七
・
八
旬
）
 
 
 

春
風
爾
来
為
阿
誰
 
春
風
爾
来
 
阿
誰
が
為
に
か
す
る
 
 
 

糊
媒
忽
然
満
芳
草
 
瑚
蝶
 
忽
然
と
し
て
芳
革
に
満
つ
 
 

（
李
白
「
山
人
、
酒
を
勧
む
」
第
三
・
四
旬
）
 
 
 

王
維
の
例
で
は
、
あ
な
た
が
去
っ
た
後
、
隠
棲
し
て
い
た
場
所
に
は
芳
 
 

辛
が
空
し
く
生
え
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
送
別
の
辞
を
述
べ
る
。
李
白
の
例
 
 

で
は
、
四
時
の
一
人
、
椅
里
季
の
隠
棲
す
る
商
山
が
別
世
界
の
よ
う
に
美
 
 

し
い
こ
と
を
詠
じ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
「
芳
」
 
の
用
例
に
お
い
て
は
、
作
者
に
よ
る
著
し
い
描
 
 

写
の
違
い
は
見
当
た
ら
な
い
。
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お
わ
り
に
 
 

以
上
、
孟
浩
然
の
「
香
」
 
の
用
例
に
お
い
て
、
詩
人
の
繊
細
な
感
受
性
 
 

に
よ
っ
て
香
り
そ
の
も
の
が
措
か
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
孟
浩
 
 

然
の
「
香
」
は
、
題
材
も
描
写
も
具
体
的
で
あ
る
。
王
維
の
よ
う
に
、
観
 
 

念
的
な
美
の
世
界
を
追
求
し
て
、
そ
の
美
を
構
築
す
る
た
め
に
「
香
」
を
 
 

詠
み
込
む
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
李
白
の
よ
う
に
、
想
像
の
世
界
に
遊
ん
 
 

で
非
現
実
的
な
「
香
」
を
描
く
の
で
も
な
い
。
孟
浩
然
は
、
自
ら
の
感
覚
 
 

を
も
っ
て
微
細
な
香
り
を
す
く
い
あ
げ
、
そ
の
香
り
を
写
実
的
に
描
写
し
 
 

て
い
る
。
 
 
 

と
り
わ
け
「
夏
日
、
商
事
に
て
辛
大
を
懐
う
」
は
、
孟
浩
然
の
「
香
」
 
 

の
特
徴
が
凝
縮
さ
れ
た
作
品
だ
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
夕
方
か
ら
夜
明
け
 
 

へ
と
推
移
す
る
時
間
の
中
で
、
鋭
敏
に
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
覚
が
捉
え
た
 
 

微
か
な
香
り
を
、
静
寂
の
中
の
音
や
わ
ず
か
の
光
と
組
み
合
わ
せ
て
描
写
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
し
て
描
か
れ
た
香
り
は
、
自
然
に
詩
の
場
面
や
主
題
に
な
 
 

じ
み
、
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
を
前
而
に
出
さ
な
い
。
孟
浩
然
の
香
り
の
表
現
 
 

か
ら
は
、
作
者
が
梁
・
陳
の
題
詠
詩
に
見
ら
れ
る
、
繊
細
で
感
覚
的
な
描
 
 

写
を
継
承
し
っ
つ
、
独
自
の
作
風
を
築
い
て
い
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
 
 

の
で
あ
る
。
 
 

注
 
 
 

（
1
）
 
何
遜
「
胡
凧
ハ
安
と
夜
別
る
」
節
五
⊥
ハ
句
。
 
 

（
2
）
 
青
木
正
児
『
中
華
飲
酒
詩
選
』
 
（
筑
摩
許
房
、
l
九
大
一
）
 
は
、
 
 

か
ん
ば
 
 

「
自
門
柳
花
瀾
店
香
（
自
門
の
柳
花
滞
店
香
し
）
」
 
（
「
金
陵
の
 
 

酒
津
に
て
留
別
す
」
）
 
に
つ
い
て
、
「
柳
花
が
店
に
満
つ
る
の
で
あ
 
 

る
が
、
柳
花
に
は
香
は
無
い
。
香
ふ
の
は
洒
で
あ
る
が
、
柳
の
花
 
 

が
香
ふ
や
う
に
恩
は
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
注
釈
す
る
。
ま
た
、
「
蘭
 
 

陵
美
酒
輌
即
金
香
（
蘭
陵
の
美
酒
鬱
金
香
）
」
 
（
「
客
中
作
」
）
 
に
つ
 
 

い
て
は
、
「
実
際
洒
に
此
の
香
を
附
け
て
あ
る
わ
け
で
な
く
、
た
 
 

だ
酒
の
芳
醇
を
形
容
し
た
の
で
あ
ら
う
。
」
と
注
釈
す
る
。
 
 

（
3
）
 
鈴
木
修
次
「
孟
浩
然
の
詩
風
と
、
そ
の
影
響
」
（
『
唐
代
詩
人
論
』
、
 
 

鳳
出
版
、
一
九
七
三
）
 
は
、
李
白
「
春
日
、
山
に
帰
り
て
孟
浩
然
 
 

に
寄
す
L
 
に
つ
い
て
「
孟
浩
然
の
詩
風
を
意
識
し
、
孟
浩
然
の
好
 
 

み
に
あ
わ
せ
た
作
品
に
し
て
い
る
。
」
「
『
香
気
』
 
r
鋳
出
ど
、
そ
の
 
 

対
応
は
、
孟
浩
然
が
に
お
い
と
育
と
を
好
ん
だ
こ
と
を
心
得
て
い
 
 

る
も
の
で
あ
る
。
」
と
指
摘
す
る
。
一
方
、
王
埼
F
李
太
白
全
集
』
 
 

巻
一
四
は
、
「
繹
本
作
孟
六
浩
然
。
…
埼
接
孟
六
浩
然
疑
是
孟
賛
 
 

府
之
靴
。
（
膠
本
孟
六
浩
然
に
作
る
。
…
碕
按
ず
る
に
孟
六
浩
 
 

然
疑
う
ら
く
は
是
れ
孟
賛
府
の
靴
な
り
。
）
」
と
注
釈
す
る
。
 
 

（
4
）
 
庚
信
の
詩
は
、
梁
・
簡
文
帝
「
山
池
」
に
孝
和
し
た
も
の
で
あ
 
 

る
。
ま
た
、
梁
二
冗
帝
の
二
首
は
、
「
古
詩
十
九
首
」
其
六
、
第
一
・
 
 

二
句
の
既
得
体
で
あ
る
。
陳
・
後
主
「
梅
花
落
」
と
梁
・
簡
文
帝
 
 

「
苦
熱
行
」
は
楽
府
題
で
あ
り
、
郭
茂
偶
『
楽
府
詩
集
』
 
に
は
、
 
 

そ
れ
ぞ
れ
巻
二
四
、
横
吹
曲
辞
・
漠
横
吹
曲
、
巻
六
五
、
雑
曲
歌
 
 

辞
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
 
 

（
5
）
 
内
田
泉
之
助
『
中
国
文
学
史
』
 
（
明
治
尭
＝
院
、
一
九
五
六
）
、
小
 
 

尾
郊
一
『
中
国
文
学
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
観
』
（
岩
波
書
店
、
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一
九
六
二
）
、
奥
野
信
太
郎
『
中
国
文
学
十
二
話
』
 
（
日
本
放
送
出
 
 

版
協
会
、
一
九
六
八
）
、
伊
藤
正
文
・
一
海
知
義
 
『
漠
・
貌
二
ハ
 
 

朝
詩
集
』
 
（
中
国
古
典
文
学
大
系
一
六
、
平
凡
社
、
一
九
七
二
）
、
 
 

前
野
直
彬
『
中
国
文
学
史
』
 
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
）
、
 
 

深
澤
一
幸
『
唐
詩
三
百
首
』
（
角
川
書
店
、
一
九
八
九
）
に
よ
る
。
 
 

（
6
）
 
『
全
唐
詩
』
巻
一
六
〇
題
下
注
に
、
「
一
に
雀
国
輔
の
詩
に
作
る
。
」
 
 

と
あ
る
が
、
『
全
唐
詩
』
巻
一
一
九
の
雀
国
輔
の
巻
に
、
こ
の
詩
 
 

は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。
帯
継
宗
『
孟
浩
然
詩
説
』
 
（
台
湾
商
務
 
 

（
マ
マ
）
 
 

印
書
館
、
一
九
六
〇
）
 
は
、
「
此
詩
河
岳
英
霊
集
作
雀
輔
国
詩
、
 
 

然
風
格
与
孟
詩
一
致
、
且
行
程
亦
与
浩
然
所
歴
相
合
、
当
為
孟
詩
 
 

無
疑
。
」
と
述
べ
る
。
黒
川
洋
一
「
孟
襲
陽
集
編
年
詩
注
（
下
）
」
（
「
大
 
 

阪
大
学
教
養
部
研
究
収
録
人
文
社
会
科
学
L
三
二
、
一
九
八
三
）
 
 

も
同
様
の
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
柊
培
基
¶
孟
浩
然
詩
集
箋
注
』
（
上
 
 

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
 
も
、
孟
浩
然
の
作
と
し
て
い
る
。
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